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「
幼
稚
園
ウ
ィ
ー
ク
」
親
子
で
ふ
れ
あ
い

　

親
子
関
係
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
市
内
六
つ
の
幼
稚
園
が
合
同

で
、「
幼
稚
園
ウ
ィ
ー
ク
in
西
淡
」

を
市
内
二
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
日
、
松
帆
活
性
化
セ

ン
タ
ー
で
の
「
親
子
遊
び
」
で
は
、

親
子
約
三
百
人
が
参
加
。
講
師
に

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
体
操
の
お
兄
さ
ん
・
米

田
和
正
さ
ん
ら
を
招
い
て
、
親
子

で
歌
や
体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
淡
公
民
館
で
の
「
造

形
展
」で
は
、ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー

マ
に
園
児
が
制
作
し
た
絵
画
や
造

形
作
品
等
を
展
示
。
心
温
ま
る
ユ

ニ
ー
ク
な
力
作
が
並
び
、
多
く
の

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

（
二
十
四
頁
の
「
ぼ
く
と
わ
た
し

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
参
照
）

▲結婚式場のチャペルでセンスアップ講座

独
身
男
女
の
「
出
会
い
の
場
」
創
出

　

独
身
男
女
の
出
会
い
・
交
流

の
場
を
創
出
す
る
「
ハ
ッ
ピ
ー

マ
ジ
ッ
ク
の
会
」（
事
務
局
：
南

あ
わ
じ
市
少
子
対
策
課
）
で
は
、

十
一
月
十
八
日
、
南
淡
路
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
で
、
初
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
自
分
磨
き
の
た
め
、「
プ

ロ
が
教
え
る
男
と
女
の
出
会
い
と

は
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
師
か
ら

魅
力
ア
ッ
プ
す
る
恋
愛
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
後
、
ケ
ー
キ
を

食
べ
な
が
ら
み
ん
な
で
楽
し
く
フ

リ
ー
ト
ー
ク
。
ゲ
ー
ム
を
交
え
な

が
ら
、
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

十
二
月
十
三
日
に
は
「
年
忘
れ

パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
中
華
料
理
「
海

邦
」
で
開
催
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

は
、会
員
ら
で
取
り
組
ん
で
行
き
、

今
後
も
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
（
十
四
頁

に
募
集
記
事
）
や
野
外
グ
ル
メ
体

験
な
ど
、
様
々
な
催
し
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
少
子

対
策
課
（
☎
44
・
３
０
４
０
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の
会

▲仲良くゲームで楽しむ親子

▲有意義な意見が出された職員提案評価委員会

市
職
員
が
新
た
な
行
政
施
策
な
ど
を
提
案

　

最
近
の
社
会
情
勢
の
変
化
は
め

ざ
ま
し
く
、
こ
の
変
化
に
対
応

し
、
多
様
な
行
政
課
題
に
立
ち
向

か
う
人
材
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
本
年
度
よ

り
職
員
が
市
民
の
た
め
に
、
市
政

を
推
進
す
る
自
覚
を
持
ち
、
新
し

い
行
政
課
題
に
挑
戦
す
る
と
と
も

に
、
行
政
・
施
策
へ
の
益
々
の
積

極
的
な
参
画
意
識
を
醸
成
し
、
志

気
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
南
あ
わ

じ
市
職
員
提
案
制
度
を
制
定
し
ま

し
た
。

　

十
二
月
五
日
、
第
一
回
目
の
職

員
提
案
評
価
委
員
会
を
開
催
。
職

員
か
ら
事
務
の
効
率
化
や
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て

の
有
意
義
な
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
発
表
に
続
き
、
審
議
が
行
わ

れ
、
部
分
的
に
採
用
す
る
こ
と
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
今
後
も
職
員
が
既

存
の
枠
組
や
発
想
に
と
ら
わ
れ
な

い
自
主
的
で
主
体
的
な
提
案
な
ど

が
出
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
の
積
極

的
な
活
用
に
つ
い
て
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

職
員
提
案
制
度
を
導
入

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
つ
い
て

正
し
く
学
ぶ
「
淡
路
島
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
、

十
二
月
七
日
、
松
帆
小
学
校
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

同
小
学
校
で
は
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
環
境
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

（
経
済
産
業
省
委
託
）
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
実
践
校
に
指
定
さ
れ
、

外
部
講
師
を
中
心
に
、
子
ど
も
た

ち
に
正
し
い
知
識
を
教
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
最
終
の
本
年
、
島
内
初
の
同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
日
保
護
者
や
関
係
者
ら
が

見
守
る
中
、
二
百
五
十
七
人
の
全

児
童
は
、
学
年
・
ク
ラ
ス
毎
に
、

様
々
な
題
材
を
通
し
て
、
楽
し
く

実
験
を
し
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま

し
た
。

▲静電気を起こす実験に熱中する児童ら

　

南
あ
わ
じ
市
議
会
は
、
十
一
月

二
十
七
日
開
か
れ
た
第
十
八
回
南

あ
わ
じ
市
議
会
定
例
会（
一
日
目
）

に
お
い
て
、
正
副
議
長
選
挙
を
行

い
、議
長
に
登
里
伸
一
氏（
津
井
）、

副
議
長
に
楠
和
廣
氏
（
松
帆
）
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
の
新
議
長
、
副
議
長
決
ま
る

　

今
年
一
月
に
誕
生
し
た
南
あ

わ
じ
市
女
性
消
防
団
員
に
よ
る

「
チ
ー
ム
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
」
が
、

島
内
初
の
女
性
分
団
「
な
で
し
こ

分
団
」
と
し
て
正
式
に
発
足
し

ま
し
た
。
十
二
月
一
日
、
市
役
所

中
央
庁
舎
で
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
、
真
野
和
典
南
あ
わ
じ
市
消
防

団
長
か
ら
村
野
貴
美
分
団
長
、
青

石
晴
菜
副
分
団
長
に
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
分
団
は
二
十
名
の
団
員
全
て

が
女
性
。
こ
れ
ま
で
も
火
災
予
防

運
動
の
啓
発
や
、
上
級
救
命
講
習

を
受
講
す
る
な
ど
活
発
に
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
分

団
と
し
て
自
主
的
に
活
動
計
画
が

決
め
ら
れ
る
な
ど
、
益
々
飛
躍
的

な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

村
野
新
分
団
長
は
「
分
団
に

な
っ
て
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
女
性
な
ら
で
は
の
活
動

に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
「
な
で
し
こ
分
団
」
発
足

▲真野団長から辞令を受ける村野分団長（中央）と青石
　副分団長（右）

島
内
初
の
女
性
消
防
分
団

資
源
や
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

子
ど
も
を
凶
悪
犯
罪
か
ら
守

る
、
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
公

用
車
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
。

昨
年
八
月
か
ら
始
ま
り
、
現
在

三
十
一
人
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
九
日
、
中
央
庁
舎

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
、
南
あ

わ
じ
防
犯
協
会
（
会
長
、
中
田
勝
久

市
長
）
か
ら
緑
色
の
ウ
ィ
ン
ド
ブ

レ
ー
カ
ー
が
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。
揃

い
の
服
装
で
、
活
動
が
容
易
に
視
認

さ
れ
や
す
く
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
効
果

の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

▲市民ボランティアに貸与された緑色ウィンドブレーカー

「
青
パ
ト
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
揃
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
貸
与　

長
は
、「
住
民
の
尊
い
命
が
救
わ

れ
る
よ
う
、
有
効
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
言
い

ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含
む
救
命
講

習
の
団
体
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
南
淡
分

署
に
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

淡
路
消
防
保
安
協
会
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ

　

淡
路
消
防
保
安
協
会
は
、
島
内

三
市
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
寄
贈
。
十
二
月
五

日
淡
路
消
防
ビ
ル
で
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
志
田
修
二
会
長
か
ら
中
田

勝
久
市
長
へ
南
あ
わ
じ
市
分
二
台

を
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
が
ブ
ル
ブ
ル

と
細
か
く
震
え
る
「
心
室
細
動
」

と
い
う
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
心
室
細

動
を
取
り
除
く
機
器
で
す
。　

　

式
で
志
田
会
長
は
「
救
命
率

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
切
望

し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
中
田
市

▲志田修二会長（左）から中田市長に渡されるＡＥＤ




